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全国和牛能力共進会は、５年に一度、全国の優れた和牛

産地が一堂に集う、別名“和牛のオリンピック”とも呼ば

れ、第12回全共は令和４年10月６日から10日までの５日

間、鹿児島県霧島市と同県南九州市で開催されます。前

回の第11回全共（宮城県開催）では、県の種雄牛として

「高
た か ゆ り

百合」の産子を第７区「総合評価群」に、「勝忠安福」

の産子を第８区 ｢若雄後代検定群｣ に出品し、両区とも肉

牛部門では東日本地域で第１位の成績を収めました。今回

は、その若雄後代検定群で優等賞６席を獲得した「勝忠安

福」を中心に出品候補牛の選定を進めているところです（表

１のとおり）。

その「勝忠安福」は、前回の全共を経て、翌年の平成

30年９月に基幹種雄牛として本県史上最高の産肉能力検

定成績でデビューしました。その後、子牛セリ市場で一定

の評価を受け取引が開始され、徐々に肥育牛の一般出荷が

始まっており、令和４年２月３日開催の県産種雄牛枝肉研

究会（東京食肉市場）においては、勝忠安福の産子が見事！

最優秀賞１点、優秀賞２点、優良賞３点と上位を独占し、

すばらしい成績を収めました（表２のとおり）。中でも最

優秀賞に輝いた牛は、枝肉重量683kg、ロース芯面積100

㎡、バラ厚10.3cm、歩留基準値78.3、ＢＭＳ№12と質・量

ともに優れ、また、次点の優秀賞に入賞した牛についても、

枝肉重量590kg、ロース芯面積104㎡、バラ厚9.3cm、歩留

基準値80.1、ＢＭＳ№12と最優秀賞とともに抜群の素晴ら

しいつくりの枝肉でありました。この２頭は、「勝忠安福」

の優れた検定成績や、第11回全共（宮城県開催）での好

成績を改めて証明するもので、他の共励会でも最優秀賞を

狙える素晴らしい枝肉でした。

県といたしましては、第12回全共において前回を上回

る成績を収められるよう、出品候補牛を飼養している肥育

農家への巡回調査、若雌牛や繁殖牛群の候補牛を一堂に会

する集合調査会を通じて、適切な管理を指導しております。

今後は出品牛の選抜に向け、ＡＩ肉質評価システムを活用

した肉質推定や、発育状況に応じた飼養管理の強化を図る

など、関係者一丸となって出品候補者を支援してまいりま

す。

福島県畜産課

第12回全国和牛能力共進会について

本県歴代最高の能力を誇る「本県歴代最高の能力を誇る「勝勝
かつ　 ただ　 やす　 ふくかつ　 ただ　 やす　 ふく

忠安福忠安福」の」の
産子を中心に出品します！産子を中心に出品します！

写真１：県産種雄牛研究会最優秀賞（R4.2.3　東京食肉市場）
　血統：勝忠安福－晴茂平－安福久
　枝肉重量 683kg、ロース芯面積 100㎠、バラ厚 10.3㎝、
　皮下脂肪厚 2.7㎝、歩留基準値 78.3、 BMS No.12 

写真２：県産種雄牛研究会優秀賞（R4.2.3　東京食肉市場）
　血統：勝忠安福－美国桜－北乃大福
　枝肉重量 590kg、ロース芯面積 104㎠、バラ厚 9.3㎝、
　皮下脂肪厚 1.8㎝、歩留基準値 80.1、 BMS No.12
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表１　「勝忠安福」産子による第 12 回全国和牛能力共進会出品候補牛
令和４年 3 月 3 日現在

特別区（高校・農業大学校）
№ 父 母方祖父 母方曾祖父 生年月日 候補牛名号 出品候補者所属 JA
1 勝忠安福 美国桜 勝忠平 R3. 2.10 こはる

JA ふくしま未来2 勝忠安福 勝平正 安平 R3. 5.18 ゆうき
3 勝忠安福 忠富士 安平 R3. 4.24 かづき
4 勝忠安福 第 1 花国 安平 R3. 5. 7 みいこ 2

JA 福島さくら
5 勝忠安福 美津照重 勝忠平 R3. 7.27 みいこ 3

第２区（若雌の１）
№ 父 母方祖父 母方曾祖父 生年月日 候補牛名号 出品候補者所属 JA
1 勝忠安福 安平幸 平茂勝 R3. 5. 7 たかね 248 JA 会津よつば
2 勝忠安福
3 勝忠安福
4 勝忠安福
5 勝忠安福

第３区（若雌の２）
№ 父 母方祖父 母方曾祖父 生年月日 候補牛名号 出品候補者所属 JA
1 勝忠安福 聖香藤 第 5 隼福 R3. 2.19 ゆら JA 会津よつば
2 勝忠安福 安福久 勝忠平 R3. 2.13 みすず 270 JA 会津よつば
3 勝忠安福 美国桜 百合茂 R3. 5. 6 こばやし 2120 JA ふくしま未来
4 勝忠安福 勝平正 安平 R3. 5. 1 ともい JA 夢みなみ

第 6 区（総合評価群：種牛の部・肉牛の部）候補牛名簿
（種牛の部）

№ 父 母方祖父 母方曾祖父 生年月日 候補牛名号 出品候補者所属 JA
1 勝忠安福 百合茂 安福 165 の 9 R3. 2. 3 かつ１３

JA 福島さくら

2 勝忠安福 百合茂 安福久 R3. 2. 7 きよ 209
3 勝忠安福 高百合 平茂勝 R3. 2.28 はる
4 勝忠安福 美津照重 安福久 R3. 3.21 はるか 103
5 勝忠安福 美津照重 安福久 R3. 3.22 あまちゃん 31
6 勝忠安福 百合茂 茂勝 R3. 4.25 あまちゃん 32
7 勝忠安福 美国桜 平茂晴 R3. 3.18 おおろら

JA 夢みなみ

8 勝忠安福 勝忠平 第 1 花国 R3. 3.24 みどりかわ
9 勝忠安福 百合白清２ 百合茂 R3. 4. 3 さくら
10 勝忠安福 安糸福 福桜 R3. 4.12 ふくこ
11 勝忠安福 幸紀雄 安福久 R3. 4.19 ただ３
12 勝忠安福 百合茂 美津福 R3. 5. 4 ぼたん

（肥育の部）
１ 勝忠安福 幸紀雄 安福久 R2.10. 8 富沢２８５

JA ふくしま未来
（安達地区）

２ 勝忠安福 徳悠翔 勝忠平 R2.11.10 小林 2054
３ 勝忠安福 安福久 勝忠平 R2.11.27 新和２１５
４ 勝忠安福 安福久 百合茂 R2.10.28 忠久
５ 勝忠安福 安福久 勝忠平 R2.11.26 大禄９
６ 勝忠安福 安福久 百合茂 R2.11.24 古生２８１
７ 勝忠安福 美津照重 勝忠平 R2.10. 7 岩波１６１

JA ふくしま未来
（そうま地区）８ 勝忠安福 菊花国 百合茂 R2.11. 6 大晴３５

９ 勝忠安福 百合茂 安福久 R2.12. 4 風除９４９
10 勝忠安福 喜多平茂 福桜 R2.10. 7 福茂

JA 福島さくら
（たむら地区）11 勝忠安福 隆之国 安福久 R2.10.17 一美

12 勝忠安福 百合茂 福昌 R2.12. 3 勝百合
13 勝忠安福 高百合 若茂勝 R2.10. 7 雄太

JA 夢みなみ
（石川地区）14 勝忠安福 美津照重　　　　　茂勝栄 R2.10. 8 健人　　　　　　

15 勝忠安福 平忠勝　　　 美津福 R2.10. 8 空大　　　　　　
16 勝忠安福 美津照重 勝忠平 R2.10.22 北斗１１ JA 会津よつば

（いいで地区）17 勝忠安福 徳悠翔 隆之国 R2.11. 7 花４８０

　現在、県内和牛セリ市場において該当牛を選定中です。
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福島県畜産課

本県の肉用牛生産については、震災と原発事故により甚

大な被害を受けたことから、これまで和牛預託農場の整備

や肉用牛の増頭対策など生産基盤の整備や本県和牛ブラン

ドである銘柄「福島牛」の販売拡大に努めてきました。また、

平成30年には本県肉用牛改良の中心を担う基幹種雄牛「勝

忠安福」がデビューするなど、一歩一歩、本県肉用牛の復

興に向けた歩みを進めております。

そのような中、消費者の牛肉に対するニーズが変化して

きており、肉質だけではなく、より特色のあるブランド牛

肉への需要や健康への志向が高まってきています。

そこで県では、これまで同様に銘柄「福島牛」の販売拡

大を推進する一方で、多様化する消費者ニーズに対応する

ため、今年度から「うまい！『福島県産牛』生産・販売力

強化対策事業」を立ち上げ、酒粕を給与した県産和牛の生

産に取り組んでいます。

「福島牛」は全国規模の枝肉共励会において６年連続最

高賞となる農林水産大臣賞を受賞するなど全国的に高い評

価を得ており、本県の日本酒も全国新酒鑑評会で８回連続

金賞受賞数が日本一となるなど好評を博していることか

ら、この本県独自の強みを活かし、日本酒の製造過程で造

られる酒粕を和牛の飼料として活用することで、新たなブ

ランド牛肉の生産に繋げることを目的としています。

現在、和牛に給与する酒粕の量や時期などについて飼養

試験を進めており、生産された牛肉は福島大学と連携の下

に肉質評価を行っています。また、流通関係者や消費者を

対象に試食アンケートを実施しておりますが、酒粕を給与

した県産和牛は非常に好意的に受け入れられている状況に

あります。

今後、飼養方法の違いによる肉質への影響などについて、

さらにデータを積み重ね、本県の新たなブランド牛肉とな

るよう取組を進めてまいります。

試食アンケートの様子

新たな特色ある県産和牛の生産に向けた取組について

表２　県産種雄牛枝肉研究会成績（「勝忠安福」産子を抜粋）

No. 入賞 出荷団体 性別
血統

月齢 産次数
枝肉成績 

父 祖父 曾祖父 格付 BMS No. 枝肉重量 
(㎏ )

ロース芯 
(㎠ )

バラ厚 
(㎝ )

皮下脂肪 
(㎝ )

歩留 
(%)

1 最優秀賞 ふくしま未来 去勢 勝忠安福 晴茂平 安福久 30.5 4 A 5 12 683 100 10.3 2.7 78.3

2 優秀賞 東西しらかわ 去勢 勝忠安福 美国桜 北乃大福 29.7 2 A 5 12 590 104 9.3 1.8 80.1

3 ふくしま未来 去勢 勝忠安福 美国桜 福栄 30.0 5 A 5 10 623 73 9.8 5.5 72.6

4 優良賞 東西しらかわ 去勢 勝忠安福 百合茂 安平 30.4 7 A 5 10 553 59 8.2 2.3 73.6

5 ふくしま未来 去勢 勝忠安福 福安照 安茂勝 26.8 6 A 5 9 514 56 8.3 2.5 73.5

6 ふくしま未来 去勢 勝忠安福 高百合 安茂勝 27.8 4 A 5 8 587 72 9.1 2.6 75.2

7 東西しらかわ 去勢 勝忠安福 百合茂 平茂勝 29.7 6 A 5 8 570 71 8.2 1.5 75.6

8 ㈱美土里耕産 去勢 勝忠安福 第 1 花国 美津福 27.2 9 A 4 7 521 68 9.5 1.5 76.8

9 ふくしま未来 去勢 勝忠安福 金幸 神高福 29.7 10 A 4 6 573 65 8.7 2.8 74.0

10 東西しらかわ 去勢 勝忠安福 福桜（宮崎） 安平 29.2 11 A 4 6 508 59 8.3 3.3 73.2

11 ふくしま未来 去勢 勝忠安福 平茂勝 安平 27.8 9 B 3 4 545 53 7.6 3.7 71.2

12 夢みなみ 去勢 勝忠安福 百合茂 安福久 27.1 4 A 3 4 470 53 7.2 1.6 73.9

13 優秀賞 ㈱美土里耕産 雌 勝忠安福 高百合 安福久 29.7 3 A 5 11 457 67 8.8 3.2 75.4

14 優良賞 ㈱美土里耕産 雌 勝忠安福 安福久 勝忠平 29.8 4 A 5 10 452 71 7.6 3.7 74.7

15 優良賞 福島さくら 雌 勝忠安福 安福久 忠富士 29.6 5 A 5 9 422 70 7.7 3.4 75.3

16 夢みなみ 雌 勝忠安福 安福勝 北国７の８ 30.1 3 A 4 7 441 50 7.3 2.9 72.7

17 夢みなみ 雌 勝忠安福 光平照 平茂勝 28.9 6 A 4 6 484 55 8.2 3.3 73.1

18 会津よつば 雌 勝忠安福 光平照 第１花国 29.4 2 A 3 5 544 75 9.2 4.3 74.7

19 ㈱美土里耕産 雌 勝忠安福 百合茂 第１花国 28.5 7 A 3 5 507 60 8.8 3.8 73.3

平均（去勢・12 頭） 28.8 6.4 （83.3％） 8.0 561 69 8.7 2.7 74.8

平均（雌・7 頭） 29.4 4.3 （71.4％） 7.6 472 64 8.2 3.5 74.2

平均（全頭・19 頭） 29.0 5.6 （78.9％） 7.8 529 67 8.5 3.0 74.6

※（　）内は４・５率
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福島県農業総合センター畜産研究所

　令和４年３月９日、郡山市の福島県農業総合センターを

会場に、福島県農業総合センター畜産研究所の「令和３年

度研究成果発表会」を開催しました。

　この発表会は、畜産研究所が取り組み得られた試験研究

成果について、研究成果等の現地への迅速な技術移転を行

い、地域農業の活性化を支援するため、県内に広く公表す

るとともに、広く参加者からの意見を伺うことを目的に毎

年開催しています。

　昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、

成果発表会をライブ配信により行いましたが、今年度は発

表課題への質疑応答が可能となるオンラインと会場での併

催としました。

  本発表会では当所の成果５題の口頭発表（表１）と、令

和４年10月に鹿児島県で全国和牛能力共進会が開催され

るため、「福島県肉用牛の改良と振興に向けて」をテーマ

とし、肉用牛関連の試験研究や県事業について話題提供を

３題行いました（表２）。

　口頭発表では、発表した成果や話題提供の内容について、

活発な意見交換が行われ、試験に関する高い関心が伺えま

した。

　本成果発表会でいただきましたご意見、ご要望は今後の

当所の試験研究に反映させて参ります。

福島県農業総合センター畜産研究所の研究成果発表会を開催しました。

発表会の様子

表１　発表成果
発表成果名 担当科

1 ペレニアルライグラスの新たな奨励品種「夏
ごしペレ」 飼料環境科

2 「勝忠安福」去勢産子は県内平均出荷月齢よ
りも３ヶ月早く出荷できる 肉畜科

3 令和３年産ふくしま赤しゃもの基本能力は維
持されている 養鶏科

4 セリ導入肥育素牛での短期肥育における枝肉
成績は通常出荷（全国平均）と同等である 沼尻分場

5
肥育前期に濃厚飼料を多給した短期肥育にお
ける枝肉成績は通常出荷（全国平均）と同等
である

沼尻分場

表２　話題提供「福島県肉用牛の改良と振興に向けて」
題名 担当科

1 肉用牛の AI 肉質診断技術について 肉畜科

2 ゲノム情報を利用した家畜の育種改良技術の
確立 動物工学科

3 鳥取県との種雄牛の共同造成事業について 畜産研究所
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福島県養蜂協会

　第77回定期総会は、２月21日（月）に会津若松市東山

の御宿東鳳において開催されました。

　議事に先立ち、昨年８月に開催された第34回福島県は

ちみつ品評会の表彰が行われ、農林水産大臣賞を受賞した

郡山市の影山孝次氏に受賞者を代表して賞状が授与されま

した。

　議題につきましては、出席した21名の会員により令和

３年度の事業報告及び令和４年度の事業計画など原案通り

承認され、任期満了に伴う役員の改選では新たに近藤義孝

氏が会長に鈴木賢昭氏、長沼久雄氏、池澤洋一氏が副会長

に就任しました。また、顧問には鈴木賢一郎氏が就任しま

した。

福島県養蜂協会　第 77回定期総会開催福島県養蜂協会　第 77回定期総会開催

農林水産大臣賞を受賞した影山孝次氏

区分 役　　職 氏　　名 備　　考

顧　問 鈴木　賢一郎 新任

１ 会　長 近藤　義孝 新任

２ 副会長 鈴木　賢昭 新任

３ 副会長 長沼　久雄 （新任）

４ 副会長 池澤　洋一 再任

５ 理　事 松本　吉弘

６ 理　事 馬場　誠二 新任

７ 理　事 平野　公樹

８ 理　事 佐藤　一幸

９ 理　事 影山　孝次

10 理　事 小林　春夫

11 理　事 後藤　佑亮

12 理　事 安藤　利雄

13 理　事 渡辺　達雄

14 理　事 結城　安治

15 理　事 長嶺　清志

16 監　事 伊藤　身輔

17 監　事 松岡　休助

福島県養蜂協会役員
令和４年２月 21 日改選
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　２月25、26の両日に福島市の県観光物産館で県産はち

みつの魅力の発信や消費拡大のためのはちみつの販売会を

行いました。

　はちみつ購入者には、会津若松二中の美術部がデザイン

を考案した起き上がり小法師をミツバチに見立てたデザイ

ンと福島県の形をミツバチの体に見立てたデザインの２種

類のエコバッグが配られました。

　会津若松二中は会津支部の会員が会津若松市の鶴ヶ城周

辺施設で養蜂を行う「会津鶴ヶ城ミツバチプロジェクト」

に協力しており、会員の出前講座を通してミツバチと人と

の関わりなど理解を深めてことで今回のデザイン依頼に繋

がりました。

　エコバッグを受け取った購入者らからは、どちらも可愛

らしく１つを選べない、福島とミツバチを連想させるデザ

インがとても良いなどとても好評で県産はちみつのPRに

大いに貢献してくれました。

　３月４日、福島県土地改良会館で「令和３年度超音波検

査実技研修会（東北ブロック）」が開催され、県内の家畜

人工授精師が参加しました。

　今回、宮崎大学農学部獣医学科の大澤健司教授を講師に、

「人工授精師のための超音波検査」について、前半は原理

や授精適期判断のために必要な正常時画像の確認など基礎

的なことを座学形式で、後半は実際に機器を動かした時の

見え方の確認を動画形式で実施しました。大澤教授からは

「授精適期を判断するための基礎知識、授精業務における

超音波検査の有用性、超音波画像での卵巣・黄体等の見え

方、超音波検査活用時の注意点」などの説明がありました。

　質疑応答では、受講者から超音波検査の際のポイントな

どについて質問がされました。

福島県養蜂協会

福島県家畜人工授精師協会

はちみつ販売会の開催はちみつ販売会の開催

はちみつ販売会

超音波検査実技研修会（東北ブロック）

作製されたエコバッグ

令和３年度超音波検査実技研修会（東北ブロック）令和３年度超音波検査実技研修会（東北ブロック）
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　11月12日、福島県土地改良会館で「令和３年度馬飼養

衛生管理技術地方講習会」が開催され、県内の馬飼養関係

者が参加しました。

　今回は、日本中央競馬会馬事部防衛課の藤澤千尋係長を

講師に、「日常遭遇する馬の疾病と予防対策とＪＲＡの防

疫対応」について講習会を実施しました。藤澤千尋係長か

らは、「日々の健康観察でチェックすべきポイント、保定、

外傷・皮膚炎・消化器疾患、ＪＲＡの防疫対応、競走馬の

ワクチンプログラム」について説明がありました。

　質疑応答では、出席者から馬の疾病と予防対策について、

意見交換がされました。

公益社団法人　福島県畜産振興協会

令和３年度馬飼養衛生管理技術地方講習会開催

馬飼養衛生管理技術地方講習会

肉用子牛生産者補給金制度発動状況
令和３年度第３四半期（令和３年10月～12月）

　　　販売月 肉専用種
（東北ブロック福島県） 交雑種（全国） 乳用種（全国）

令和３年10月

確定単価 0.0 17,713.8 22,146.3

概算払い単価 0.0 13,215.0 17,778.0

精算払い単価 0.0 4,498.8 4,368.3

令和３年11月

確定単価 0.0 0.0 33,033.6

概算払い単価 0.0 0.0 30,296.1

精算払い単価 0.0 0.0 2,737.5

令和３年12月 確定単価 0.0 0.0 40,420.8

令和４年１月

暫定単価 0.0 0.0 51,274.8

概算払い単価 0.0 0.0 45,274.8

精算払い単価 0.0 0.0 6,000.0

区　　　分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種 乳　用　種 交　雑　種

保 証 基 準 価 格 541,000 498,000 320,000 164,000 274,000 

合 理 化 目 標 価 格 429,000 395,000 253,000 110,000 216,000 

平 均 売 買 価 格 738,100 659,800 ― 237,600 315,400 

補 給 金 単 価 ― ― ― ― ―

（単位：円）

（単位：円／頭）

※「その他の肉専用種（日本短角種等）」については、令和２年度より算定期間を１年（４月～３月）としています。

令和３年度第３四半期においては、全ての品種について、平均売買価格が保証基準価格を下回らなかったことから、
生産者補給金は交付されないこととなりました。

※各支援対策による積立金納付猶予対象牛については交付金単価の 3/4 の支払となります。
※ R3. ７月販売分より概算払単価は、標準的生産費と標準的販売価格との差額に 100 分の 90 を
　乗じた額から 6,000 円を控除した額となります。

肉用牛肥育経営安定交付金制度　(牛マルキン制度）　発動状況
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家　畜　取　引　状　況　報　告
令和４年 １〜２月 和牛子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和４年 １〜２月 乳子牛市場成績 （県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和４年 １〜２月 乳子牛市場成績 （県家畜市場） 
福島県酪農業協同組合	 （税込み）

開催月 性別 頭　数
（頭）

取引価格（円） 平均体重
（㎏）

平均単価
（円／㎏）

平均日齢
（日）

販　売　先

最　高 最　低 平　均 県　内 県　外

１

雌 296 1,062,600 189,200 684,568 290 2,357 293 130 166

雄

去勢 425 1,214,400 438,900 746,074 317 2,355 284 203 222

計 721 1,214,400 189,200 720,823 306 2,356 287 333 388

２

雌 308 1,419,000 124,300 697,357 290 2,406 287 157 151

雄

去勢 420 1,179,200 177,100 770,380 312 2,469 282 195 225

計 728 1,419,000 124,300 739,486 303 2,443 284 352 376

開催月 資格 頭数
（頭）

取引価格（円） 平均単価
（円／㎏）

平均体重
（㎏）最高 最低 平均

１

乳 登 1 83,600 83,600 83,600 0 0 

妊 娠 牛

E T 和 雌 1 561,000 561,000 561,000 4,348 129 

E T 和 雄 4 580,800 371,800 476,575 5,223 91 

乳 雌 牛

乳 雄 牛 18 126,500 34,100 81,462 1,067 76 

乳 去 勢 子

F1  雌（育成）

F1  去（育成）

F1 雌（スモール） 36 199,100 55,000 152,166 2,003 76 

F1 雄（スモール） 64 273,900 1,100 164,432 2,186 75 

計 ・ 平 均 124 580,800 1,100 161,443 2,126 76 

２

乳 登 1 172,700 172,700 172,700 0 0 

妊 娠 牛

E T 和 雌 4 478,500 398,200 450,175 4,535 99 

E T 和 雄 5 502,700 309,100 418,000 4,131 101 

乳 雌 牛 1 33,000 33,000 33,000 472 70 

乳 雄 牛 21 156,200 15,400 90,566 1,163 78 

乳 去 勢 子

F1 雌（育成）

F1 去（育成）

F1 雌（スモール） 45 189,200 72,600 149,478 1,955 76 

F1 雄（スモール） 62 303,600 49,500 181,713 2,390 76 

計 ・ 平 均 139 502,700 15,400 172,597 2,229 77 

開催月 種別 頭数
（頭）

取引価格（円）

最　高 最　低 平　均

１月
第315回

ホ ル 雄 44 159,500 1,100 82,175 
ホ ル フ リ ー 1 3,300 3,300 3,300 
F 1 　 　 　 　 雌 43 225,500 40,700 161,674 
F 1 　 　 　 　 雄 82 283,800 30,800 176,496 
和 牛 雌 4 510,400 403,700 471,075 
和 牛 雄 18 595,100 394,900 516,817 
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 192 595,100 1,100 188,702 

２月
第316回

ホ ル 雄 56 178,200 1,100 102,300 
ホ ル フ リ ー 3 24,200 15,400 19,067 
F 1 　 　 　 　 雌 70 196,900 45,100 136,966 
F 1 　 　 　 　 雄 63 267,300 38,500 169,767 
和 牛 雌 8 508,200 369,600 462,275 
和 牛 雄 14 603,900 440,000 520,536 
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 214 603,900 1,100 173,152 

地方競馬　場外発売日程 上段「ニュートラック福島」（大井競馬専用場外）TEL.024－554－0040
下段「オープス磐梯」　　（大井競馬専用場外）TEL.0242－74－1130

（４月）

金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 ㊎ 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30日

曜
ニュートラック
福島

オープス磐梯

（５月）

㊐ 月 ㊋ ㊌ ㊍ 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火
日
曜

ニュートラック
福島

オープス磐梯

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

※　発売日程は、変更になることがあります。 
地方競馬の収益金は、畜産振興及び地方財政の改善
に活用されています。 地方競馬全国協会

大　井 浦　和

大井

大井

大　井 川　崎 大　井船　橋

川　崎 船　橋

園田水沢 水沢園田
川　崎

水沢 園田
大　井

水沢 園田
大　井

水沢 園田
浦　和船　橋

名古屋水沢
船　橋

名古屋水沢
川　崎

名古屋水沢 水沢
浦和

浦和

大　井


